
石 井 哲 夫 (長崎大付属中 )

昨年夏「 上京のついでに 2日 ほど秩父地方 くら長絆だといっても紅簾片岩がどこにでも

を見1学に行らた。広|い地域を短い時間に通り あるというのでもない。

過ぎるだけであらたからこれと■らて特に記 たまたま立寄った土産物屋文化堂の主人に

すよう.な とどもなムが:標題あ12つについて 案内され,上長爾駅西南西の山中にある石‐材

述べることにする。 採掘跡から多くの好標本を得た。まだ薄片と

紅簾片岩は本果‐でも琴海村西海などに絹雲 して見ていないが,外見上は西海のものとほ

母片岩中に薄層が知られている。長響はこの とんど違いがみとめられない。唯紅簾片岩の

産地として有名なので,西海のものとの違い 部分が厚いことがめだっている。

を知りたいと思っていた。よく:知らわている 虎岩というのはスチルプノメンン片岩が石

のは上長響と親鼻駅の中間くらいにある規鼻 英質の部分と互層になったも
rvDで ,浸食のた |

橋の傍の露岩である。この岩は高さ 4～ 5メ めに自黒の虎の皮状の美しい模様をあらわし

たものである。秩父自然科学博物館下0河原

にあるのでよく目に付くものの一つである。

秩父・長澤地方は交通が便利だし,前述●

博物館でいるいろな便宣が得られるので,二

度な出になることをかすすめしたい。  |

∵卜″もある大きな岩であるが,上から3分

の 1く らいが全部紅簾片岩でぁらて,速 くか

らでも色の違いが解るほどであった。ここは

天然記念物として指定されているものだし,

′ヽン●―をあてるわけにはいかないもまたい
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